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茨城県 

社会福祉士会 
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 3 月 5 日は第 2 回社会福祉士共通基盤研修を開催しました。今回は日本社会福祉士会が生涯にわ

たり研鑽を重ねていくべき共通の研修課題として設定している 6 領域の中から『実践研究』を取り

上げました。テーマは『演習から学ぶソーシャルワークのプロセスとは「そもそも論」に立ち返っ

てみよう』。当会の竹之内会長が講師を務め、講義とロールプレイ・グループワークを行いました。

研修会の後には懇親会も開催し、和気藹々と盛り上がり会員同士の交流がまた深まりました。 

http://www.csw-iba.org/
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県西ブロック  秋山 貴宏 

 

３月５日（土）に「２０１５年度第２回社会福祉士共通基盤研修」が茨城県総合福祉会館にて開催さ

れ、今回は「実践研究」をテーマに講義及び演習が行われました。 

午前の部では、当会の竹之内会長が「演習から学ぶソーシャルワークのプロセスとは！そもそも論に

立ち返ってみよう！！」という題目で講義が行われました。今回の研修では、インテーク・アセスメン

ト面接において、「どのようにして人と人が出会っていくのか？」と考えていく中で、社会福祉士の役

割や倫理観を改めて学ぶ機会になりました。 

「このサービスがあるから、この人にはこのサービスを提供すればいい」というように、ニーズ主導

ではなく、サービス主導のプランになっていることが多いと感じると話がありました。また、「本当に、

この人が望んでいることは、なんだろうか？」、「今、困っていることはなんだろうか？」「こうありた

いと願うことはなんだろうか？」自分たちが実際の現場の中で、どのように具現化していくかという筋

道がゆらいできていないかと最近感じることがあるとも話がありました。私自身、日頃の業務において、

利用者の方との関わり方を再確認するいい機会になりました。 

午後の部では、５グループに分かれ、問題を抱えていると思われる磯野家の事例に対し、地域包括支

援センター職員が訪問時に、どのようなインテーク・アセスメント面接を行うとよいか留意点について

話し合いました。実際に、各グループ代表が地域包括職員となり、フネ役（竹之内会長）と面接を行い

ました。フネさんの演技の上手さに圧倒されました。また、インテーク面接では、どのように話を切り

出したらよいのかグループごとに作戦会議を開き、面接に臨みましたが、フネさんとの信頼関係が出来

ていない部分もあるので、フネさんの本心を聴くことにとても苦労しました。主訴がないクライエント

に対し、今回の訪問の理由を理解していただき、自己覚知のきっかけになるように支援を検討しました。 

アセスメント面接では、家族関係や収入面等、他人に教えたくない部分もあり、信頼関係がきちんと

構築できていないため、とても苦労した面もありました。また、磯野家において、どのようなチームメ

ンバーで関わりを持ち、きちんとチームで動いて仕事をしているのか考える機会にもなりました。チー

ムで動くには、チームのメンバーが同じ意識を持って、それぞれが役割意識を持ってチーム形作ってい

かなくてはいけないと思いまいた。 

社会福祉士には、コーディネーター的な役割も求められてきており、今回学んだことを、日頃の業務

においても活かしていきたいと感じました。 

 

 

 

職場やご友人に社会福祉士の資格をお持ちでまだ社会福祉士会に入会されていない方は

いらっしゃいませんか？また、新たに社会福祉士国家試験に合格した方はいらっしゃいま

せんか？もし身近にそんな方がおりましたら、ぜひぜひ社会福祉士会への入会のお声かけ

をお願いいたします。 

資格取得はスタートラインです。様々な研修に参加したり、懇親会でネットワークを広

げたり、社会福祉士会で更に自分を磨いて行きましょう！相談できる仲間が増えるとお仕

事をする上でもとっても心強いですよ♪ 

茨城県社会福祉士会事務局にも入会申込書を準備しております。お電話を頂くか、 

ホームページ（http://www.csw-iba.org/）にある入会申込書請求フォームから入会に 

必要な書類を請求できますので、大いにご活用くださいね。 

 

 

http://www.csw-iba.org/
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県央ブロック  金川 慶子 

 

平成 28年 1月 16日に県央ブロック主催による「福祉関係者のための法律講座」が開かれました。

社会福祉の業務に携わらせて頂いていている私にとって、法律はわからない部分も多くあり、その

都度調べるということも多くあります。今回は法テラス茨城法律事務所の立花先生がお話しいただ

けるということで普段関わらない部分も多く勉強できればと思い、参加させて頂きました。他業種

の専門の方のお話は貴重な機会でもあるということで、参加人数も質問の数もとても多く、他の

方々のこの研修に対する強い意気込みも感じました。 

 タイトルは「貧困を背景とした多問題の解決について」というもので、債務整理の問題、住まい

の問題、虐待の問題、男女の問題とさまざまな問題について、わかりやすい事例を出していただき

ながらそれぞれのケースについての問題点や法律でどう守れるかという対応を伺いました。ひとく

ちに貧困の問題といっても、貧困の裏には様々な問題が隠されていることが多いのを学びました。

貧困だからいろいろな問題を抱えているわけではなく、さまざまな問題があった上に貧困という問

題も抱えてしまったため大きな問題になり、支援が必要となっていることもあると勉強になりまし

た。 

 なかなか「法律」について詳しく勉強する機会のない私にとって、今回の先生の講義は難しいと

思っていた「法律」を身近にとらえるきっかけにもなりました。難しいからと敬遠しがちな問題も

より掘り下げることによってもっと抱えている問題、本質に近づけることも多いと感じました。 

 業務にかかわっていると、さまざまな問題と出会うこともあります。でもそれは一つだけの問題

ではなくて、その裏に多くの問題を抱えていることもあるということ、それを見抜く眼も必要であ

るのだと感じました。困っている問題は一つだけとは限らないからこそそのケースに合わせて福祉

だけでなく、法律や医療、教育といった様々な分野とも連携していかなくてはいけないのだと感じ、

利用されている方だけではなく、いろいろな「人とのつながり」が大切なことも強く感じました。 

受験者数：44,764 名 

合格者数：11,735 名 

合格率：26.2％   

茨城県の合格者数：195 名 

3月 15日（火）に合格発表があり茨城県でも１９５名の方が合格しました＼(^o^)／ 

社会福祉士に合格した方に出会ったらおめでとう！とともに、社会福祉士会で一緒に

活動しよう、仲間とつながろうとお誘いくださいね♪ 

 

🌸 🌸 
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株式会社オーバースロー  小圷 成雄 

 

 2 月 27 日、茨城県福祉会館大研修室にて開催された、「シェアの場 ㏌ 茨城 ～思いや夢を共

に語り合う～」に参加して参りました。会場には、当事者の方、ご家族、支援スタッフと様々な方々

が参加されていました。 

 講師の多田公樹さんは当事者であり、支援スタッフでもあるという、二つの立場から、ご自身の

これまでの歩みを交えて、丁寧にお話しされていました。特に、精神疾患からのリカバーの部分は、

きちんとご自身の言葉で、体験を踏まえて話されていて、大変聴きやすく感じました。 

 私は支援スタッフですが、多田さんの話から、当事者の方々の考え方、物事の捉え方を改めて学

ぶことが出来ました。また、目標工賃達成指導員として、当事者の方々の工賃をアップさせること

を、夢ではなく、叶えるべき目標として冷静に考えておられることも、同じ支援スタッフとして、

とても刺激になった気がします。 

 講演後の質疑応答も、活発でした。 

 その後は、グループに分かれて、大事にしていること、考えていることを、グループに参加した

方々が、それぞれの立場から語り会いました。様々な立場の方々が、それぞれの見地から意見を述

べ合い、考えが混じり合い、化学変化をしていく様は、正に、「シェアの場」だったと思います。

時間が足りない、もっともっと話し合いたいという雰囲気が、終了後も漂っておりました。とても

良い感じだったので、個人的には、もっと多くの方が参加するイベントであればいいのに、と素直

に思いました。 

 また次回参加するのが楽しみです。企画運営をされた、事務局の方々、ありがとうございました。 

 

 

 

 

  https://www.facebook.com/csw.ibaraki 

 

 

各種お知らせや研修会の様子等を発信しています。 

皆さまぜひ「いいね！」やフォローをお願いいたします m(__)m 

 

 

※「いいね！」などのご参加を頂くには Facebookへの 

登録（無料）が必要となります。 

※ Facebookに登録しなくても閲覧は可能です。 

https://www.facebook.com/csw.ibaraki
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県央ブロック 横須賀 優 

 

 今から４～５年程前の話です。担当している A さんは確か 90 歳を超え、下肢筋力の低下があ

り歩行器を使用していました。車いすで生活されている奥様と二人暮らしで、私が勤めている事業

所に通所したり、短期入所を利用して二人で泊まったりしていました。自身も高齢であり又奥様も

介護が必要な状態であり、二人きりで在宅生活するのは A さん自身も相当に大変な状況でした。 

A さんは大変笑顔が印象的でした。暗い表情は一切見せず、職員にも利用者の方にも常に笑顔。

一緒にいるだけで私達の心が清らかになるような笑顔を持っている方でした。 

ある夜、終業後一人残って事務所で仕事をしていた時。気が付くＡさんが事務所の外から見てい

ました。 

「いつも遅くまでご苦労様。疲れているみたいだから体を壊さないようにいたわって仕事をして

ね」と声をかけてくれました。私はその言葉に嬉しくなって A さんに返事しました。 

「A さん声かけてくれてありがとう。A さんはいつも笑顔で誰とでも接することが出来て感心し

ます。でも疲れている時とか、つらい時、怒りたい時はありませんか？」 

今考えるとちょっと失礼な私の質問。でも A さんは真摯に答えてくれました。 

「そういう時もあるけれど、物事が上手くいかない時笑顔でいると自然とうまく解決するものだ

よ。笑顔でいると孫もよってくるしね。笑顔で過ごすことは幸せに生きるコツだよ。」と優しく笑

顔で教えてくださいました。 

A さんからその話を聞いたとき、私はハッとしました。自分はつらい時や苦しい時、どんな表情

をしてその事象に向き合っているのか。きっと A さんが声かけてくれた時も、疲れている表情が表

れてしまっていたのではないかな、と。 

家庭や仕事で悩んだ時、困った時 A さんの言葉は今も自分への生きた教訓として思い出すように

しています。そうすると不思議なもので、受け止める自分の心が軽くなり余裕がでて来ます。 

なかなかＡさん程の心境にまではたどり着きませんが、いつかたどり着きたい私の目標の一つに

なっています。 

 

ニュースや新聞を見ると、「福祉の仕事は・・・」とネガティブな事柄に焦点を当てられた記事

や、「介護職員が・・・」といったセンセーショナルな事件の記事が毎日のように流れてきます。

そういった記事を見ると、福祉に関っている者として悲しい気持ちになるし、これから新たに夢を

持って福祉の職場に飛び込もうという方がその記事を見てどのように感じるのかなと考えてしま

います。 

でもけっしてそんなことばかりではないはずです。 

「福祉の仕事」を通して、人生の指針になるような大事ことに気づくことがあり、それは何にも

代えがたい「福祉の仕事の魅力」の一つではないか、私はそう思います。 

 

2016 年度茨城県社会福祉士会定時総会を 5 月 29 日(日)に開催いたします。 

  

時間等の詳細は後日、定時総会資料とともに郵送にてお知らせいたします。 

皆さまご予定の調整をよろしくお願いいたします。 
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【編集後記】 

 街に出ると色とりどりの花が咲き、柔らかな春らしい陽気を感じられるようになってきました

ね。皆さまいかがお過ごしでしょうか？新入職員の受け入れ準備や医療・介護総合確保推進法施

行への対応など新年度に向けての準備に忙しくされている方も多いのではないかと思います。 

 当会では来年度も、4 月 10 日開講の基礎研修Ⅱ・Ⅲを皮切りに、4 月 23 日～24 日開催の福祉

関係者のための成年後見制度活用講座など、順次研修会や懇親会を予定しております。多くの仲

間とつながりを持てると、何かと相談できたり共有できたりと心強いですよ。ぜひ皆さま会活動

に積極的にご参加頂き、まずはお互いの顔を知り、ネットワークを広げていきませんか？ 

広報事業部 

 


